







まり、J8、次いで J9 の 3 つとなっていた。このうち J9 が「聞く・話す」中心の演習 A
（Advanced Seminar in Japanese A）と「読む・書く」中心の演習 B（Advanced Seminar 




演習 A は、70 分授業が 3 コマと個別指導 1 コマという一週間の時間割で 3 単位となっ
ている。
   
2 − 2　コースの目的
コースオファリングス掲載の概要、ならびに目標を表 1 に示す。




























にもある、と考えれば、演習 A の学習目標の 1 と 4（表 1）は極めて重要であろう。そこで、
学習目標 2 と 3（表 1）に偏りすぎることのないよう、以下の 4 本の柱で表 2 のようにコー
スを設計した。また、成績の評価は表 3 の通りである。






表 3　演習 A の成績評価





















































上記 4 を、CALL を利用し全員で視聴し、各自、論拠となり得る情報をメモした。次に、
メモをもとに、立論と反論の組み立て方を話し合った。本番では、「審判 1 名、肯定側 1 名、
否定側 1 名」を 3 セット行い、残り 3 つのトピックを通しすべての役を務められるよう
にした。それぞれ、自分が審判を務めるトピック以外の音声ファイル 2 つを視聴し、立論、
反論の指定形式に沿って準備を整え本番に臨むよう指示した。1 セット 38 分は、立論（肯
定側、否定側各 3 分）、質疑応答（否定側、肯定側各 3 分）6 分、作戦タイム 5 分、反論
（肯定側、否定側各 3 分）、作戦タイム 3 分、最終弁論（否定側、肯定側各 3 分）、審判の































ICU Studies in Japanese Language Education 12
5 − 5　個別指導
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